
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

１ ． 多 面 的 な 観 点 と 課 題  

（ １ ） デ ジ タ ル 技 術 の 活 用  

建 設 業 で は 、 高 齢 化 が 進 行 し 、 近 い 将 来 高 齢 者 の 大

量 離 職 が 見 込 ま れ て い る ① 。 こ の た め 、 建 設 業 の 魅 力

向 上 を 図 り 担 い 手 確 保 へ の 取 組 を 強 化 す る こ と が 重 要

で あ る 。 こ の こ と か ら 、 急 速 に 進 展 す る デ ジ タ ル 技 術

を 取 り 込 み 、 担 い 手 不 足 を 補 う 方 策 を 講 じ て い く 必 要

が あ る ② 。 よ っ て 、 生 産 性 の 観 点 か ら 、 い か に デ ジ タ

ル 技 術 を 活 用 す る か が 課 題 で あ る 。  

 

① 高齢化の進行は、建設業に限った話ではありません。少し、順番を変えましょう。→「近年の高齢

化の進行によって、建設業においても近い将来高齢者の大量離職が見込まれている。」 

② １）高齢者の大量離職→２）魅力を高めて担い手確保が重要→３）デジタル技術を取り込んで担い

手不足を補う方策が必要 の流れになっていますが、２）→３）の流れがおかしいですね。これ

は、２）と３）の主張がどちらも「担い手確保」になっており、重複しています。また、２）は建

設業の魅力を高めて人を集めるとなっており、目的と手段がマッチしています。一方、３）はデジ

タル技術の取り込みがなぜ、担い手不足を補う方策につながるのか分かりません。さらに、結論

は、生産性（1人当たりの仕事量）を高めて人手不足を解消し、その手段としてデジタル技術の活

用が課題としています。つまり、人をたくさん集めて労働力不足に対応（量的対応）するのではな

く、こなせる仕事の量を増やして労働力不足に対応（質的対応）し、その延長線上で（業務量が減

るので）労働環境の改善につなげようという主張にすべきですね。今回のテーマは、働き方改革な

ので、担い手の確保ではなく労働環境の改善についてもっと説明すべきです。よって、この部分

は、生産性の向上がなぜ労働環境の改善につながるのかといった説明に変える必要がありますね。

例えば、「取り組みにあたっては、急速に進展するデジタル技術を活用し、業務を効率化すること

で労働環境の改善につなげていく必要がある。」という感じでいかがでしょうか。 
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（ ２ ） 工 期 の 適 正 化  

建 設 工 事 に お い て 、 適 正 工 期 が 設 定 さ れ な い 場 合 、

長 時 間 労 働 が 不 可 避 と な る 等 、 技 能 労 働 者 の 就 労 環 境

の 悪 化 が 懸 念 さ れ る 。 ま た 、 建 設 生 産 物 の 施 工 品 質 や

安 全 面 に も 影 響 が 生 じ る 可 能 性 が あ る ③ 。 さ ら に 、 労

働 者 の 週 休 ２ 日 や 事 業 者 の 罰 則 付 き 時 間 外 労 働 規 制 へ

の 対 応 が 急 務 で あ る ④ 。 よ っ て 、 契 約 面 の 観 点 ⑤ か ら 、

建 設 プ ロ セ ス 全 体 で の ⑥ 工 期 の 適 正 化 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） 働 き や す い 職 場 環 境 の 創 出  

我 が 国 の 生 産 年 齢 人 口 は 、 少 子 高 齢 化 に 伴 い 、 １ ９

９ ５ 年 を ピ ー ク に 減 少 傾 向 で あ る 。 一 方 、 女 性 や 高 齢

者 （ ６ ５ 歳 以 上 ）  の 就 業 率 の 上 昇 に よ り 、 全 就 業 者

③ 働き方改革なので、論点がぼやけないように品質確保は説明しない方が良いですね。むしろ技能労

働者の安全確保を焦点化した方が、文脈がつながりより良くなると思います。→「また、不適切な

工期設定は、労働災害を誘発する可能性もある。」 

④ 現状しか述べられていないので、この結果どうなっているのかを述べる必要がありますね。→「さ

らに、労働者の週休二日制の実現や罰則付き時間外労働規制への対応が急務である中、適切な工期

設定が強く求められている。」 

⑤ 契約の話が一切出てきていないので、唐突感があります。工期の適正化は、「契約条件にする（契

約制度）」、「罰則を設ける（法制度）」といった制度設計になりますので、大きな見方で「制度

面の観点」としてはいかがでしょうか。 

⑥ 建設プロセス全体とは一体何を指しているのでしょうか。計画―設計―施工―管理といったプロセ

スであるならば、背景で全く触れられていないので、読み手は理解できません。また、課題は工程

ではなく工期（工事期間）なので不整合です。 
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数 は 増 加 傾 向 で あ る 。 今 後 、 女 性 や 高 齢 者 、 外 国 人 労

働 者 も 含 め た 就 業 者 の 多 様 化 が 進 む こ と が 想 定 さ れ る 。

よ っ て 、 労 働 環 境 の 観 点 か ら 、 い か に 働 き や す い 職 場

環 境 を 創 出 す る か が 課 題 ⑦ で あ る 。  

 

２ ． 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

政 府 に よ る デ ジ タ ル 化 の 推 進 状 況 を 鑑 み ⑧ 、 （ １ ）  

デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 を 最 重 要 課 題 と し て 選 定 し 、 以 下

に 解 決 策 を 述 べ る 。  

 

⑧ 「政府がやっているから」を理由にしては、あまりにも主体性に欠けています。デジタル技術は今

後さらに発展する可能性を秘めているから（ポテンシャルがあるから）といった具合に、政府が推

進している意図を書いた方が良いですね。 

⑦ 労働環境の観点から職場環境が課題となっており、観点と課題が重複しています。この場合は、

「多様性の観点」または「包摂性の観点」といった具合にしてはいかがでしょうか。また、課題も

労働者の属性に囚われないといったニュアンスが大事なので「誰もが」を追記すると良いでしょ

う。→「多様性の観点から、誰もが働きやすい労働環境の創出が課題」 

文脈的にはこれで良いのですが、問題文には「魅力的な勤務環境づくりを果たし、建設業の持続的

な発展を実現するため」とありますので、この課題は題意そのものになっています。つまり、「職

場環境を良くするためには、どうしたらいいですか」と聞かれているのに、「職場環境を良くする

ことです」と答えているようなものです。別の課題を設定しましょう。 

※ 問題に対して的確に解答するためには、論文を書き始める前に骨子を作成すると良いですよ。

本番で有効なのはもちろんですが、練習から取り組んだ方が身に付きやすいです。この骨子の段階

で、論点がズレていないか、今回のように問題と同じになっていないか、あらかじめチェックする

ことが致命的なミスの防止につながります。 
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（ １ ） B I M / C I M の 導 入  

建 設 プ ロ セ ス 全 体 で の 業 務 効 率 化 の た め ⑨ 、 B I M

／ C I M を 導 入 す る 。 例 え ば 、 ３ 次 元 モ デ ル で 複 数 の

設 計 案 を 作 成 し 、 最 適 な 事 業 計 画 を 検 討 す る 。 地 元 説

明 会 等 で 、 ３ 次 元 モ デ ル を 用 い た 説 明 に よ り 関 係 者 と

の 理 解 が 促 進 さ れ る 。 そ の 結 果 、 合 意 形 成 が 迅 速 化 す

る ⑩ 。  

 

（ ２ ） i - c o n s t r u c t i o n （ I C T 施 工 ） の 促 進  

I C T に よ る 工 事 全 体 の 効 率 化 を 図 る た め 、 I C T 施

工 （ S T A G E Ⅱ ） を 促 進 す る 。 現 在 実 施 中 の I C T に

よ る 作 業 効 率 化 か ら 次 段 階 へ 進 展 さ せ る ⑪ 。 例 え ば 、

施 工 現 場 の 人 の 行 動 履 歴 や 建 設 機 械 の 稼 働 情 報 等 を デ

ジ タ ル ツ イ ン 上 で 再 現 し 、 リ ア ル タ イ ム な ⑫ 工 程 を 改

善 す る 。  

⑨ →「建設プロセス全体の業務効率化を図るため」 

⑩ 肝心の効率化の説明が少なく（あまり具体的でない）、おまけの合意形成迅速化に力点が置かれて

います。また、設計段階のみの例示であり、建設プロセス全体の例示になっていません。建設プロ

セス全体を例示するとなると膨大な説明になってしまうので、少し具体を述べる記述にした方が良

いでしょう。→「具体的には、BIM/CIMを用いることで、数量、部材、性能、価格、施工期間等の

情報を計画・設計段階から施工・管理といったライフサイクル全体で蓄積し、これらのデータを活

用することにより業務効率化を図る。さらに、３次元モデル化により、災害シミュレーションの検

討や関係者との合意形成の迅速化といった波及効果も期待できる※。 

※ 問題に波及効果を問う項目がない場合に記載。あった場合は、「さらに」以降は不要。 
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（ ３ ） ロ ボ ッ ト に よ る 機 械 化 の 導 入  

単 位 当 た り の 生 産 に 必 要 な 労 働 力 を 削 減 す る た め ⑬ 、

ロ ボ ッ ト に よ る 機 械 化 を 導 入 す る ⑭ 。 例 え ば 、 住 宅 建

設 等 の 作 業 の う ち 、 鉄 筋 の 結 束 や 溶 接 、 左 官 作 業 と い

っ た 人 手 を 多 く 伴 う 作 業 を ロ ボ ッ ト に よ り 代 替 す る 。

こ れ に よ り 、 作 業 時 間 の 短 縮 や 省 人 化 を 図 る ⑮ 。  

 

（ ４ ）  高 速 通 信 規 格 ５ G を 活 用 し た 遠 隔 施 工  

⑬ 「単位あたり」とは何が言いたいのでしょうか。ｍとか㎡あたりの労務量を減らすということです

かね。ちょっと分かりづらいですし、単位当たりにする意図も伝わりません。単純に「建設現場の

省人化（省力化）を図るため」で良いと思います。 

⑭ これも分かりづらい表現です。「機械化を導入する」との表現は違和感があります。機械化とは、

人に変わって機械を導入することです。単純に「機械化する」で良いのではないですか。また、ロ

ボットによる機械化というと機械化をするためにロボットを用いると言った解釈もできてしまいま

す。ここもシンプルに、「ロボットを導入する」で良いのではないでしょうか。 

⑮ これは「冒頭に労働力を削減するため」と述べているので、重複しています。削除。効果を書く場

合は、特筆すべき副次効果や、波及効果を書きましょう。無ければ、無理に書く必要はありませ

ん。 

⑪ 述べたいことが整理されていない印象を受けます。やることは、ICT施工のステージ２を促進する

ことですよね。後述にある作業効率化から全体の効率化へ移行すべきとの考えが、ステージ２への

移行なのではありませんか。そうなると、同じことを繰り返し述べているように見えます。→「現

在実施中の ICTによる作業効率化から工事全体の効率化へと進展させるため、ICT施工（STAGEⅡ）

の導入を促進する。 

⑫ →「リアルタイムに」 
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担 い 手 の 多 様 化 や 作 業 効 率 化 の た め ⑯ 、 ５ G を 活 用

し た 遠 隔 操 作 シ ス テ ム ⑰ を 導 入 す る 。 １ 人 の 作 業 員 が

建 設 現 場 ま で 移 動 せ ず に 複 数 台 の 建 設 機 械 を 操 作 で き

る た め 、 省 人 化 を 図 る こ と が で き る ⑱ 。 ま た 、 年 齢 、

性 別 、 国 籍 を 問 わ ず 、 柔 軟 な 働 き 方 に 寄 与 す る ⑲ 。  

 

（ ５ ） U A V を 活 用 し た 施 設 点 検  

狭 隘 な 山 間 部 に 整 備 さ れ た 砂 防 ・ 治 山 施 設 等 、 危 険

⑯ 解決策の目的は、デジタル化による生産性の向上です。これが解決策の目的になってしまうのは考

え物です。課題設定しているのですから、生産性の向上（業務効率化）が目的であった場合、当た

り前ということになります。ここで書くべき目的は、生産性の向上という根本の目的を深度化させ

たものを記載すべきです。前述は、BIMはプロセス全体の効率化、ICT施工は工事全体の効率化、ロ

ボットはちょっと判然としませんが建設現場での効率化といった具合に深度化できています。建設

現場での効率化であれば、目的が同じになるため（３）と合体させるべきですね。担い手の多様化

が主たる論点ならば、思い切って作業効率化といった目的を削除しましょう。 

⑰ 遠隔操作がデジタル化なのか疑義があります。解決策の共通項は、デジタル化というより ICT化の

方が近いのではないでしょうか。課題設定を見直すか、デジタルデータを活用するプロセスが必要

ですね（BIM/CIMデータの入力、出来形データの出力など）。 

⑱ 効率化すると前段で言っているので、省人化を図ることができるといった説明は不要です。文の構

成からいえば、この部分は具体的説明や例示のパートです。→「具体的には、1人の・・・操作す

る。」 

⑲ このパートの軸足をどこに置くかによって表現は変わります。効率化であれば、これは波及効果に

なります。担い手の多様化であれば、「機械操作は、腕力やコミュニケーション能力に左右されな

いため」といった理由を添えた上で、「柔軟な働き方を実現する」といった具合に“やること”に

なるよう表現を変えましょう。 
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を 伴 う 点 検 に お い て 、 U A V を 活 用 し た 施 設 点 検 を 導

入 す る 。 例 え ば 、 予 め U A V に 飛 行 ル ー ト を 設 定 し 、

G N S S を 活 用 し た 自 動 飛 行 に よ る 点 検 を 実 施 す る ⑳ 。

ま た 、 U A V で の 撮 影 画 像 と A I に よ る 画 像 解 析 を 組 み

合 わ せ る こ と で 施 設 の 健 全 度 評 価 を 実 施 す る 。 こ れ に

よ り 、 点 検 作 業 と 評 価 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る ㉑ 。  

 

３ ． 新 た な に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 に 伴 い 、 サ イ バ ー 攻 撃 に よ る シ

ス テ ム 破 壊 や デ ー タ の 改 ざ ん 等 の 被 害 を 受 け る リ ス ク

が 発 生 す る 。 対 応 策 と し て は 、 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 強

化 が 重 要 で あ る ㉒ 。 具 体 的 に は 、 O S や ソ フ ト ウ ェ ア

を 常 に 最 新 の 状 態 に 保 つ 。 ま た 、 フ ァ イ ヤ ー ウ ォ ー ル

や ウ ィ ル ス 対 策 、 暗 号 化 を 徹 底 す る 。 さ ら に 、 セ キ ュ

リ テ ィ へ の 意 識 向 上 に 資 す る 教 育 も 重 要 で あ る ㉓ 。  

 

４ ． 業 務 遂 行 で 必 要 と な る 要 件 と 留 意 点  

㉒ 対応策なので、重要性ではなくやることを書きましょう。→「セキュリティ対策を行う。」または

「セキュリティを強化する」 

㉓ ㉒と同様。→「教育を行う」 

⑳ 例示になっていません。どのような現場で、何を点検といった内容が必要です。対象物等を設定し

ないのであれば、具体的にはといった具合で詳細を説明すると良いですが、この場合でも点検内容

は書いた方が良いでしょう。 

㉑ この効果は、生産性向上という本来の目的に近いですね。これに加え、安全性などの副次効果も書

くと良いと思います。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。  以 上 _ _  


